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京都大学フィールド科学教育研究センター

  里域ステーション 紀伊大島実験所利用要項（案）

紀伊大島実験所（以下「実験所」という。）を研究，実習等の目的で利用する場合は，本利用要項に従って利用申請を行うこと。
第1　利用申請

１　実験所の利用を希望する場合は，原則として利用を希望する日の２週間前までに，紀伊大島実験所利用申請書（様式１）と利用場所が正確にわかる図面を実験所事務所に提出し，実験所長の許可を受けること。

２　複数での研究利用については，一人につき一部ずつの研究利用計画書（様式２）を添付すること。

３　学部生，大学院生は，指導教官名で利用申請を行うこと。

４　申請内容によっては，利用を許可できない場合や申請内容の変更を求める場合がある。

第２　研究利用

１　利用者は利用許可を受けた後に，研究対象個体または研究区域に表示をすること。

　　表示の方法，体裁は任意とするが，明瞭に判別出来るものであること。

２　研究対象個体または研究区域を追加・変更する場合は，事前に実験所事務所に連絡して許可を受けること。許可を受けた後に，前項同様の表示をすること。

３　研究利用が複数年にわたる場合は，必ず更新の申請を行い，許可を受けること。

更新にあたっては，利用結果報告書（様式６）と紀伊大島実験所利用申請書（様式１）に研究利用経過報告書（様式３）を添付し申請すること。

更新の申請は，年度末の３月中とする。

３月中に更新の申請がないときは，研究利用が終了したものと見なす。

４　研究利用が終了した時は，研究対象地を原状回復した後に，研究利用終了報告書（様式４）及び利用結果報告書（様式６）を実験所事務所に提出すること。

これらを提出し，受理された時点で研究利用が終了したことになる。

５　研究の成果を卒業論文，修士論文，博士論文，学術論文，著書，記事等に公表した場合は，成果品（複写可）を２部，実験所事務所に提出すること。

第３　実習およびその他の利用

　実習およびその他の利用は，終了した当日に実習等利用終了報告書（様式５）及び利用結果報告書（様式６）を実験所事務所に提出すること。

第４　休祝日の利用

休祝日の利用は原則として認めない。

やむを得ず休祝日の利用を希望する場合は，休祝日の前日までに実験所事務所に連絡し，許可を受けること。

第５　研究資材の保管

計測機械等の研究資材は，実験所建物内では保管しない。

脚立等の研究資材を研究対象個体周辺に設置する場合は，実験所職員の指示に従うこと。

第６　利用上の注意

１　実験所内では各所で調査研究が行われているので，他の利用者の生物個体，設置物等に触れないよう注意すること。

２　実験所内に許可なく外部から動植物や微生物を持ち込むこと，野生動物に餌を与えることは絶対に行わないこと。

３　ゴミは必ず持ち帰ること。

第７　利用制限

　実験所長は，利用者が実験所や周辺環境に悪影響を及ぼしている，あるいは他の利用者の妨げになっていると判断した場合，及び研究計画，利用の目的，利用許可条件から逸脱していると判断した場合は，直ちに利用を中止させることが出来る。

連絡先

紀伊大島実験所事務所

　電話　0735-65-0125

　FAX  0735-65-0125

